
　　

い  ま話題のビジネス書から、「武器としての『資 
本論』」（著者：白井聡）を紹介したい。「資本論」

と言えば、１９世紀、産業革命後の資本主義の本質を
探究し、共産主義革命を唱えた社会思想家カール・マ
ルクスの大作である。
　私が経済学部生だった 1980 年頃、必修科目の半分
は「マルクス経済学」で、残り半分が「近代経済学」
と呼ばれていた。数学を駆使する「近代経済学」は、
ホモ・エコノミクス（経済合理性のみを追求する人間
像）を大前提として、すっきり明快に論理が展開する。
これに対し、「マルクス経済学」は、難解な概念の造語
が次々と登場し、それらを駆使して理論が組み立てら
れるので、当時の私には荷が重かった。

そ の後、世界は、1980 年代の米国レーガン大統
領、英国サッチャー首相に代表される新自由主

義（規制緩和と競争促進による経済成長路線）の台頭と、
1991 年の共産主義国家・ソ連邦の崩壊という結末を
迎え、「マルクス経済学」も凋落した。
  今日、市場型取引の際限なき拡大に象徴されるように、
資本主義がますます勢いを増して世の中を席巻してい
る。しかしながら、人々の幸福感が高まっているとは
言い難い。そうした中で、著者の白井氏は、「現代社会
の矛盾の原因は、間違いなく資本主義にある」と訴え、

「資本論」を用いてそれを解き明かすのが、本書の狙い
である。

「資 本論」では、まず、「資本の目的は、ただ増殖
すること」だとする。資本は、人々が豊かに

なるか否かに関係なく、ひたすら金銭に換算できる価
値の増大だけを判断基準に動く。「資本」を「株主」と
置き換えると、直感的に分かり易いかもしれない。技
術革新も、資本の支配下では、人を幸せにするためと
言うよりも、資本増殖の手段として位置付けられる。
　また、「技術革新による資本の増大策は、すぐに模倣
されて消滅する」ので、「資本主義の持続的発展には、
安価な労働力の捻出しか方法がない」と説く。このため、

資本の側から、働く量、時間帯、持ち場などが詳細に
規定され、機械化により作業が単純化される。その結
果、自由・平等・人権を建前とする近代社会にも拘らず、
実態は奴隷制にも似た働き方となり、働く者の人間性
が疎外される。人々の価値観も、資本の増殖に役立つ
者ほど有能だとする「資本の論理」に染まっていく。「人
間とは資本に奉仕する道具である」との倒錯した議論
がまかり通る社会になってしまうのである。
　そして、「資本主義の行き着く先は、巨大資本による
独占であり、搾取が増大する悲惨な世の中になる」と
する。ＧＡＦＡが国家を超越して世界の富を欲しいま
まにする近未来を予言しているかのようだ。
　著者の白井氏は、現代を、「必死で競争するが差を
生み出せずに疲れ果てる時代」、「イノベーション競争
への労働者の動員の時代」とみる。また、資本主義が
想定するのは、自由な契約に基づく等価交換であるが、
現実には、強い立場の経営者・発注者が従業員・下請
け会社に対し、一方的かつ半ば暴力的に無理難題を押
し付けており、これを「官僚制と資本主義の最悪の結合」
と評している。

近 代経済学の祖とされるアダム・スミスやリカー
ドは、資本主義を人類発達史上の終着点と位置

付けるが、本当にそうだろうか？　これに取って代わ
るシステムを見出せない現状ではあるが、だからと言っ
て、社会を分断する資本主義の本質的メカニズムを放
置したままで、高度文明社会の秩序は持続可能なのだ
ろうか？
　資本の論理に絡め取られたまま人生を終わらせたく
ない。ときにはこれを超越した価値観・世界観に思いを
馳せてみたい。日本の将来を考える際も、少子高齢化の
ような数字で客観視できる問題に限らず、疲れ果てた離
脱者の増加といった社会の深層に潜む問題にも目を向
けたい。今般のコロナ禍により、世界中で格差の拡大が
深刻化しているだけに、その思いは尚更である。
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独自の和竿の世界を切り開く

天然の竹と本漆を用いた関東竿の流れを汲み、
明治から歴史を重ねてきた旭信竿。
和竿独特の「感度と粘り」が愛好家の間で再評価されている。

　太
たいこうぼう

公望という言葉があるが、世

の中、釣りが道楽という人はどこ

にでもいる。釣りファンにとって、

釣り竿は宝物であり、癒しである。

　機能性の高いカーボン竿やグラ

ス竿が全盛の時代、歴史ある竹竿

に芸術品としての価値を盛り込む

ことで、釣りファンの心を捉えて

いる。一枚の青貝を曲面に加工し

た螺
ら で ん

鈿塗りは、故 三代目旭信・野本正信氏が編み出した秘伝の技である。

　と同時に、「売れなければ伝統は継げない」との思いから、芸術品に偏り過ぎる

ことを戒める。ほぼ手作業の 60 にも及ぶ製造工程を、自前で５人の職人が作り

上げる。

　「桶川市ふるさと納税」の返礼品にしたところ、高額の寄附を要するにも拘らず、

遠方各地からの返礼品指定が相次いでいるという。

■有限会社　旭信
　明治創業
　昭和 56 年　螺鈿塗り技法で特許取得
　平成 2 年　三代目旭信が黄綬褒章を受章
　平成  9 年　現社長が四代目旭信を襲名
　代表者：野本　公敬
　〒 363-0009　桶川市坂田東 1-36-2　TEL：048-728-0219
 　( 桶川支店取引先 )

⑥

工房

たなご竿

石鯛竿 3 本継  螺鈿塗り

カーボン素材使用タイラバ竿
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